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（１）対象国 

 ・我が国の外国生まれの結核患者の出生国は以下上位６か国で全体の８割を占めていることから、これらの
国から優先的に入国前スクリーニングを実施することついて個別に調整を開始する。 

 ・これらの国の罹患率は、最低の中国が６４であることから、罹患率５０以上の国についても対象とする。 

ﾌｨﾘﾋﾟﾝ 中国 ｳﾞｪﾄﾅﾑ ﾈﾊﾟｰﾙ ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ ﾐｬﾝﾏｰ 

出生国割合 23.8% 20.3% 15.8% 10.1% 6.7% 4.3% 

罹患率 554 64 133 154 391 361 

（２）対象者 
 ・ビザの発給は、９０日以内の滞在を短期滞在、９０日を超える滞在を長期滞在としている。 
 ・平成２８年ビザ発給数 約５３８万件のうち、短期滞在が約４９５万件と９０％以上を占めており、全てに入国

前スクリーニングを実施することは現実的でないことから、結核の感染拡大リスクの高い長期滞在者を対象
とする。 

【外国生まれの結核患者の出生国（2016年）】 

結核入国前スクリーニングの実施について（案） 

（３）検査医療機関 

 検診・診療の質を保つために、当該国の国立病院等を日本国政府において検査医療機関として指定し、検
査医療機関は結核非罹患証明書又は結核治癒証明書を発行。 

（４）検査内容 
 医師が診察及び胸部X線検査を実施し、結核の疑いがある者に対しては喀痰検査を実施。 

※罹患率･･･1年間で新たに診断された結核患者数を人口10万人あたりの率で表したもの。 


